
 
 
 

  

Press Release 

1 / 3 
 

2015 年 2 月 3 日 
株式会社マイナビ 

『2016 年卒マイナビ大学生のライフスタイル調査』結果を発表 
～ 「自分たちの世代は『安定した生活を求める』」との回答が 65.7％と大きく増加。 

理想の将来像は「愛する人と結婚して子供ができ幸せに暮らす」が男女共に 1 位 ～ 
 
株式会社マイナビ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：中川信行）は、2016 年卒業予定のマイ

ナビ全会員を対象とした「2016 年卒マイナビ大学生のライフスタイル調査」の結果を発表しました。

本調査は、過去にも 2009 年卒、2012 年卒から 2015 年卒の学生を対象にアンケート調査を実施してお

り、今回で 6 回目となります。概要は以下の通りです。 
 

＜調査結果の概要＞ 
■ 自分たちの世代は「安定した生活を求める」が 5.3pt 増加し 65.7％。理想の将来像は男女とも

「愛する人と結婚して子供ができ幸せに暮らす」が 1 位（参考グラフ①・②） 
「自分たちの世代についての言葉で当たっているもの」を「ゆとり世代」「さとり世代」の特徴な
どの選択肢から 3 つまで選んでもらったところ、「安定した生活を求める」が前年比 5.3pt 増の
65.7％と、2 位の「ハングリー精神に欠ける」（31.6％、前年比 4.5pt 減）の 2 倍以上となった。 
また、「理想とする『将来の自分』像」を 17 個の選択肢の中から選んでもらったところ、男女と
も最も割合が高かったのは「愛する人と結婚して子供ができ幸せに暮らす」（男子：25.6％、女子：
39.6％）となった。次いで、男女とも 2 位が「自分の好きな仕事を一生続ける」（男子：18.6％、
女子：22.1％）、3 位が「一生食べていける安定した仕事を持つ」（男子：17.2％、女子：17.9％）
となった。「起業して社長になって成功を収める」「自分の店（ペンションなど含む）を持つ」「世
界的に有名なクリエイター・アスリートになる」など、「野望」を抱くような選択肢もある中、そ
れらはいずれも割合は低く、将来的な「安定」を表す選択肢に票が集中する結果となった。 
 
■ 興味のある社会問題は「高齢化社会・介護問題」が最多の 46.4％（参考グラフ③・④） 
「興味のある社会問題」について聞いたところ（複数回答）、「高齢化社会・介護問題」が全体で
46.4％と最も高い割合となり、文理男女別に見ると、女子の方が男子より関心が高く、理系女子
が 51.4％、文系女子が 49.2％だった。文系男子は「国際政治問題・民主化運動」が全体より 9.2pt
高い 49.2％で最も関心が高かった。文理で大きく差が出たのは「格差社会」（文系男子：42.8％、
文系女子：42.2％、理系男子：25.9％、理系女子：24.7％）、「伝染病対策」（文系男子：14.7％、
文系女子：21.0％、理系男子：30.6％、理系女子：43.7％）、「地球温暖化」（文系男子：29.2％、
文系女子：28.9％、理系男子：45.9％、理系女子：45.3％）だった。 
 
■「共働きが望ましい」男子 47.0％、女子 68.6％。専業主婦志向の女子は 24.3％（参照グラフ⑤） 
結婚後の仕事（収入源）について、「共働き」「主に自分の収入」「主に相手の収入」に、今年新た

に追加した「結婚せず自分の収入」を加えた 4 つの選択肢で聞いたところ、「共働き」希望の割合

は全体で 56.2％（男子：47.0％、女子：68.6％）だった。共働きを希望する人に理由を聞いたと

ころ、男子では「結婚相手が仕事を続けたいならその意思を尊重したいので」（29.0％）が最も高

く、女子では「仕事を続けることが生きがいになると思うから」（24.9％）が最も高かった。また、

「主に相手の収入のみで生活するのが望ましい」と考えている女子は 24.3％となり、およそ 4 人

に 1 人は専業主婦志向であることが分かった。 
 
■「時間内に仕事を終え、積極的に子育てする」男性を「すごくかっこいい」と思う女子は 63.8％ 
（参照グラフ⑥・⑦） 
子育てについての考えを聞いたところ、「育児休暇を取って積極的に子育てしたい」という回答は、
男子が前年比 7.5pt 減の 33.0％、女子が前年比 3.5pt 減の 65.7％だった。「育児休暇は取らないが
夫婦で子育てはしたい」は男子が前年比 5.6pt 増の 52.2％、女子が前年比 3.9pt 増の 9.5％で、と
もに増加した。「育児休暇を取って積極的に子育てしたい」を選択した理由は、男女とも「子供が
小さいうちはできるだけそばにいてあげたいから」が最多で、男子 41.4％（前年比 0.6pt 増）、女
子 52.2％（前年比 4.2pt 減）だった。 
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②あなたが理想とする「将来の自分」像（男女別） 

④興味のある社会問題（文理男女別・複数回答） ③興味のある社会問題（複数回答） 

 
また、「残業」「育児休暇」について、学生がそれぞれどのようなイメージを持っているか調査す
るため、「同性」「異性」の働き方に対するイメージを聞いた。最も好感度が高かった働き方は「時
間内に仕事を終え、積極的に子育てする」で、特に女子は、この働き方をする「同性の社会人（＝
女性）」を「すごくかっこいいと感じる」が 70.6％、「異性の社会人（＝男性）」を「すごくかっ
こいいと感じる」が 63.8％と高い割合となった。男子についても、「同性の社会人（＝男性）」を
「すごくかっこいいと感じる」が 58.7％、｢異性の社会人（＝女性）」を「すごくかっこいいと感
じる｣が 66.4％となった。 
女子の好感度が次に高かったのは「子育てに専念するため育児休暇を取得する」で、「同性の社会
人（＝女性）」を「すごくかっこいいと感じる」が 47.0％、「異性の社会人（＝男性）」を「すご
くかっこいいと感じる」が 41.8％となった。育児に積極的な働き方は、いずれも好感度が高いが、
育児休暇を取得せず、仕事と育児の両立を図る働き方の方が好感度はやや高いようだ。 
 
■ 保護者と就職活動に関する話をすることが「（よく＋時々）ある」学生は 74.9％（参考グラフ⑧） 
「両親または保護者が就職活動にどの程度関心を持っているか」について聞いたところ、「とても
関心がある」が前年比 1.4pt 増の 21.3％、「ある程度関心がある」が前年比 3.2pt 減の 57.2％とな
り、前年度と同様に多くの学生の保護者が関心を持っていることが分かった。 
保護者と就職活動との具体的な関わりについては、「就職活動に関する話を（よく＋時々）する」
が 74.9％と全体のおよそ 4 分の 3 を占め、「就職活動について（よく＋時々）相談する」は 47.4％
となった。「自己分析を進めるために話を聞く」は前年比 4.0pt 増の 28.2％、「ご両親や保護者の
仕事の内容について話をする」は前年比 3.7pt 増の 44.2％で、いずれもやや増加した。採用活動
の解禁前ではあるが、様々な角度から子供と就職活動について話をする保護者が増えているよう
だ。 

 
 

【参考グラフ】 
 
 

 

 
 

①自分たちの世代についての言葉で 
「当たっている」と思うもの（3 つまで回答） 

割合

1位　愛する人と結婚して子供ができ幸せに暮らす 25.6%

2位　自分の好きな仕事を一生続ける 18.6%

3位　一生食べていける安定した仕事を持つ 17.2%

4位　新卒で就職した会社で出世して社長・役員になる 13.7%

5位　家で自分の好きなことだけをして暮らす 3.4%

割合

1位　愛する人と結婚して子供ができ幸せに暮らす 39.6%

2位　自分の好きな仕事を一生続ける 22.1%

3位　一生食べていける安定した仕事を持つ 17.9%

4位　新卒で就職した会社で出世して社長・役員になる 3.2%

5位　自由気ままに世界中を旅して回る 2.6%

男子

女子

16年卒

全体 文系男子 理系男子 文系女子 理系女子

回答数 3,555 614 673 1,572 696
国際政治問題・民主化運動 40.0% 49.2% 37.3% 37.2% 26.9%
貧困・食糧危機 30.5% 26.7% 25.9% 35.6% 37.9%
伝染病対策 23.8% 14.7% 30.6% 21.0% 43.7%

憲法改正 26.4% 30.9% 24.8% 26.1% 17.0%
格差社会 36.5% 42.8% 25.9% 42.2% 24.7%
高齢化社会・介護問題 46.4% 45.6% 41.9% 49.2% 51.4%
地域振興・地元の活性化 38.5% 44.3% 31.8% 39.5% 33.5%
地球温暖化 35.0% 29.2% 45.9% 28.9% 45.3%
原発問題 29.8% 27.0% 40.3% 24.8% 28.0%

上記のようなことには全く興味がない 3.8% 3.7% 5.2% 2.7% 3.4%

興味がある数平均 3.10 3.14 3.10 3.07 3.12
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【2016年卒マイナビ大学生のライフスタイル調査 概要】 
○調査方法／『マイナビ2016』全会員にWEB DMを配信 

その後、数回に分けて新規登録会員にWEB DMを配信 
○調査期間／2014年12月15日（月）～2015年1月13日（火） 
○調査対象／2016年卒業予定の『マイナビ2016』全会員 

回答数3,555名（文系男子614名、理系男子673名、文系女子1,572名、理系女子696名） 
      ※本調査は、法政大学キャリアデザイン学部との共同調査です 

 
調査結果の詳細は採用サポネット（http://saponet.mynavi.jp）で公開しています 

⑧両親または保護者のあなたの就職活動への関わり方 
（「よくある」＋「時々ある」の合計） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤結婚後の仕事に関してどのように考えているか 

本件に関するお問い合わせ先 
株式会社マイナビ 

就職情報事業本部 HR リサーチセンター 
石田 

TEL.03-6267-4571  FAX. 03-6267-4015 
e-mail：hrrc@mynavi.jp 

当社に関するお問い合わせ先 
株式会社マイナビ 
社長室 広報部 
西部（にしぶ） 

TEL.03-6267-4155  FAX.03-6267-4050 
e-mail：koho@mynavi.jp 

⑥子育てについての考え方 

⑦育児に関する働き方の好感度 
（「すごくかっこいい」の割合） 

順位 票数

1 41

2 9

2 9

4 8

5 7

5 7

5 7

5 7

情熱大陸（テレビ番組）

男子のベスト5

作品名

ONE PIECE（漫画）

医龍（漫画、テレビドラマ）

カンブリア宮殿（テレビ番組）

プロジェクトX（テレビ番組）

ドラゴン桜（漫画、テレビドラマ）

LIFE!（映画）

半沢直樹（小説、テレビドラマ）

順位 票数

1 41

2 25

3 23

4 21

5 20リッチマン、プアウーマン（テレビドラマ）

ファーストクラス（テレビドラマ）

女子のベスト5

作品名

プラダを着た悪魔（小説、映画）

半沢直樹（小説、テレビドラマ）

きょうは会社休みます。（漫画、テレビドラマ）

※番外編※ 「あなたが就職活動や職業選択をする上で最も大きな影響を受けた作品」 
       男女上位 5 作品（映画、漫画、小説、ドラマ、テレビ番組） 


